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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、コンクリート構造物の検査に適した赤外線サーモグラフィ計測システムの開発、およびコンクリート構
造物の表層に生じる剥離の確実な評価手法の確立を研究の柱としてまとめられたものである。まずハードウエア面で
の研究開発として、コンクリート構造物検査の精度向上に寄与する、熱画像および可視画像の重畳画像の生成に関す
る新技術の開発、剥離の位置および範囲を正確に検出・出力するための画像内寸法計測を基本機能とするコンクリー
ト構造物診断支援システムの開発、さらに測定結果に悪影響を及ぼす外乱ノイズの影響を取り除くことのできる反射
低減型赤外線サーモグラフィの開発を行った。次にソフトウエア面での研究開発として、剥離とそれ以外の理由によ
って生じた温度変化を区別し、剥離評価の確実性を高めるための、時系列熱画像の解析手法を開発した。さらに、上
述のハードウエアおよびソフトウエアを統合した、新しい計測システムを構築し、コンクリート構造物検査技術の高
精度化に取り組み、多くの有用な知見を提供した。 
 以上のように、本論文で得られた知見は、コンクリート構造物に対する赤外線非破壊検査に関わる問題点の解決の
向け、極めて高い工学上の価値を有していると判断できる。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
